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事
業
会
社
に
と
っ
て
、
自
然
災
害
で
事
業
継
続
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
は
最
大
の
リ
ス
ク
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

前
半
で
は
、
事
業
継
続
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク
管
理
担
当
者
と
し
て
従
事
し
て
き
た
筆
者
の
経
験
を
ふ

ま
え
て
説
明
す
る
。
事
業
会
社
を
前
提
に
し
た
説
明
な
の
で
、
金
融
機
関
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
承

知
さ
れ
た
い
。
後
半
で
は
、
事
例
と
し
て
東
京
ガ
ス
の
地
震
防
災
対
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
は
特
段
の
断

り
が
な
い
限
り
、
筆
者
が
所
属
す
る
企
業
の
意
見
や
事
例
で
は
な
く
、
筆
者
の
個
人
的
見
解
お
よ
び
一
般
的
な
事
例

で
あ
る
（
本
稿
は
、
２
０
１
２
年
４
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
リ
ス
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
主
催
「
金

融
危
機
：
ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
」
で
の
講
演
を
も
と
に
筆
者
自
身
が
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
）。

事
業
継
続
に
必
要
な
こ
と

　

事
業
継
続
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
①
実
効
性
あ
る
危
機
管
理
体
制

の
構
築
、
②
事
業
継
続
の
た
め
の
対

応
計
画
で
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（B

usiness 

C
ontinuity P

lan

：
事
業
継
続
計
画
）

の
策
定
、
③
設
備
面
で
の
対
応
、
お

よ
び
、
④
リ
ス
ク
管
理
部
門
に
よ
る

事
業
継
続
全
体
の
統
括
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ら
は
経
営
判
断
を
必
要
と

す
る
経
営
上
の
重
要
問
題
で
あ
る
と

と
も
に
、
非
常
時
に
お
け
る
指
揮
命

令
・
情
報
の
一
元
化
や
意
思
決
定
と

い
っ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
事
業
継
続
の

た
め
の
体
制
は
、
経
営
上
の
重
要
事

項
と
し
て
、
経
営
者
が
平
時
か
ら
確

実
に
管
理
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
点
が
事
業
継
続
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

実
効
性
あ
る

危
機
管
理
体
制
の
構
築

　

実
効
性
あ
る
危
機
管
理
体
制
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
以
下
を
危
機
管

理
規
則
な
ど
社
内
の
正
規
文
書
で
定

め
、
関
係
者
に
周
知
徹
底
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴
本
部
組
織
・
指
揮
命
令
系
統
・
報

告
体
制

　

第
一
に
、
非
常
時
に
は
指
揮
・
命

令
系
統
を
危
機
対
策
本
部
に
一
本
化

し
、
情
報
が
一
元
管
理
さ
れ
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
社
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
全
社
が
一
丸
と
な
っ

て
対
応
に
あ
た
る
こ
と
が
き
わ
め
て

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
危
機
対
策

本
部
の
組
織
・
指
揮
命
令
系
統
・
報

告
体
制
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
社
長
不
在
時
に
備
え
て
副

社
長
や
担
当
常
務
・
部
長
な
ど
を
代
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行
者
と
し
て
定
め
て
お
く
こ
と
が
一

般
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

重
要
な
意
思
決
定
に
つ
い
て
は
た
だ

ち
に
代
行
者
に
権
限
委
譲
す
る
の
で

は
な
く
、
連
絡
が
と
れ
る
限
り
、
社

長
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
意
見

具
申
に
基
づ
い
て
社
長
自
ら
が
意
思

決
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
た
と
え
ば
衛
星
携
帯
電
話
な

ど
、
災
害
時
に
も
確
実
に
連
絡
が
と

れ
、
重
要
な
意
思
決
定
を
社
長
自
ら

が
行
え
る
よ
う
、
多
重
の
通
信
手
段

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑵
本
部
設
置
要
件
・
主
管
部

　

第
二
に
、
危
機
発
生
時
に
は
速
や

か
に
危
機
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
が
、
設
置
す
べ
き
か

否
か
の
判
断
に
時
間
を
要
す
る
と
対

応
が
遅
れ
、
被
害
が
拡
大
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
た
と
え

ば
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
は
本
部
を
自
動
設
置
す
る

な
ど
、
危
機
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
事
象
ご
と
に
本
部
の
設
置
要
件

を
定
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
危
機
と
な
る
事
象
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
事
象
を
担

当
す
る
部
門
が
危
機
対
策
本
部
の
事

務
局
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
設
置
要
件
と
と
も
に
危
機

と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
事
象
ご

と
に
主
管
部
を
定
め
て
お
く
こ
と
も

必
要
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
後
に
発
生
し
た

計
画
停
電
や
放
射
性
物
資
の
流
出
な

ど
、
従
来
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
条
項
と
し
て

「
危
機
管
理
規
則
で
定
め
の
な
い
危

機
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
リ
ス
ク

管
理
部
門
担
当
執
行
役
員
が
社
長
に

具
申
し
、
社
長
の
決
裁
に
よ
り
本
部

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
主
管
部
を

指
名
す
る
」
旨
を
定
め
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
間

中
に
大
規
模
地
震
が
発
生
す
る
よ
う

な
、
複
数
の
危
機
が
同
時
に
発
生
す

る
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
複
数
の
危
機
が
同
時
に
発
生

し
た
場
合
に
は
、
リ
ス
ク
管
理
部
門

が
複
数
の
危
機
対
策
本
部
を
調
整

し
、
必
要
な
指
示
を
行
う
」
旨
を
定

め
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

⑶
役
割
分
担

　

第
三
に
、
非
常
時
に
は
、
た
と
え

ば
、
被
害
個
所
の
調
査
・
修
理
や
大

規
模
な
復
旧
応
援
な
ど
、
平
時
に
は

行
う
こ
と
の
少
な
い
災
害
時
固
有
の

業
務
を
全
社
レ
ベ
ル
で
行
う
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
各
部
門
の
役
割
分
担
を
定

め
て
お
き
、
速
や
か
に
担
当
業
務
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

⑷
組
織
全
体
の
統
括
・
全
社
調
整

　

第
四
に
、
非
常
時
に
は
組
織
の
総

力
を
あ
げ
て
事
態
に
対
応
す
る
た
め

に
、
全
社
レ
ベ
ル
で
応
援
要
員
の
派

遣
や
、
平
時
に
は
連
携
す
る
こ
と
が

少
な
い
部
門
同
士
で
の
共
同
作
業
な

ど
、
平
時
に
は
行
わ
れ
な
い
既
存
の

組
織
を
超
え
た
対
応
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
組
織
上
経
営
層

に
近
く
、
情
報
が
集
ま
る
、
い
わ
ば

ハ
ブ
の
役
割
を
担
う
部
門
が
、
非
常

時
に
は
組
織
全
体
の
統
括
や
全
社
調

整
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
お
く
こ
と

が
、
全
社
一
体
と
な
っ
た
危
機
対
応

を
行
う
た
め
に
必
要
で
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

⑴
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
対
象
と
な
る
災
害

・
事
故
を
特
定
す
る

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
想
定
し
う
る
最
悪

事
象
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
事
業

継
続
上
の
課
題
を
把
握
し
、
対
応
策

を
策
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
い
わ
ば

「
こ
こ
が
機
能
停
止
し
た
ら
最
悪
」

と
い
う
い
ち
ば
ん
の
事
業
継
続
上
の

ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
特
定
し
、
か

つ
、
最
悪
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
時
期
・

時
間
帯
、
設
備
の
稼
働
状
況
な
ど
）

で
発
生
す
る
と
い
う
二
つ
の
最
悪
の

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
ス
ト
レ
ス
・
シ
ナ

リ
オ
を
作
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、
他

の
類
似
事
象
に
応
用
で
き
る
汎
用
性

の
高
い
も
の
と
す
る
こ
と
、
お
よ

び
、
環
境
変
化
に
合
わ
せ
て
順
次
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
事
故
・
災
害
が
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
策
定
対
象
と
な
る
か
に
つ
い
て

は
、
次
の
要
件
に
同
時
に
該
当
す
る

場
合
を
策
定
対
象
と
し
ま
す
。
第
一

に
、
た
と
え
ば
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
大
規
模
な
供
給
停
止
や
災
害
対
応

へ
の
経
営
資
源
の
投
入
に
伴
う
資
源

制
約
な
ど
、
供
給
可
能
な
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
量
、
資
材
・
人
員
と
い
っ

た
投
入
可
能
な
経
営
資
源
に
著
し
い

制
約
が
発
生
し
、
事
業
継
続
に
及
ぼ

す
影
響
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
で
す
。

第
二
に
、
対
応
に
全
社
横
断
的
な
取

組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

東
京
ガ
ス
で
は
、
中
央
防
災
会
議

が
公
表
し
た
東
京
湾
北
部
地
震
を
想

定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
、
ガ
ス
製
造
設
備

や
供
給
設
備
の
事
故
に
よ
る
ガ
ス
の

重
大
供
給
支
障
事
故
、
大
規
模
停
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電
、
お
よ
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
国
内
流
行
な
ど
に
備
え
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
要

な
対
応
手
順
に
つ
い
て
は
、
毎
年
訓

練
を
行
い
、
必
要
な
見
直
し
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

⑵
「
重
要
業
務
」
を
特
定
す
る

　

関
係
者
の
生
命
・
身
体
の
安
全
お

よ
び
被
害
拡
大
の
防
止
を
前
提
と
し

た
う
え
で
、
事
業
継
続
の
た
め
に
最

低
限
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
重

要
業
務
」
を
最
優
先
し
、
そ
れ
以
外

の
業
務
は
中
断
す
る
こ
と
を
明
記
し

ま
す
。
最
低
限
行
う
べ
き
重
要
業
務

と
し
て
は
、
第
一
に
企
業
と
し
て
の

存
在
の
基
盤
と
な
る
業
務
、
第
二
に

災
害
・
事
故
へ
の
対
応
の
た
め
に
必

要
な
業
務
、
第
三
に
、
た
と
え
ば
、

最
低
限
必
要
な
顧
客
対
応
、
必
要
最

小
限
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管

理
、
も
し
く
は
社
員
へ
の
給
料
支
払

い
な
ど
、
災
害
・
事
故
へ
の
対
応
の

た
め
に
直
接
必
要
で
は
な
い
が
、
社

会
的
責
任
の
遂
行
や
企
業
と
し
て
の

存
続
の
た
め
に
最
低
限
必
要
な
業
務

を
対
象
と
し
ま
す
。

　

全
社
業
務
の
棚
卸
し
を
行
い
、
優

先
順
位
を
付
け
、
災
害
時
に
「
や
る

仕
事
」
と
「
や
ら
な
い
仕
事
」
を
仕

分
け
し
、
中
断
業
務
の
要
員
を
災
害

対
応
に
割
り
当
て
る
な
ど
、
全
社
を

あ
げ
て
重
要
業
務
に
集
中
す
る
体
制

と
し
ま
す
。
な
お
、
従
来
の
防
災
計

画
で
は
お
も
に
前
記
第
二
の
業
務
を

重
要
業
務
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
で
は
第
一
、
第
三
の
業
務
も
重

要
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
ガ
ス
で
は
、
前
記
第
一
に
該

当
す
る
業
務
を
「
供
給
維
持
業
務
」、

第
二
を
「
災
害
対
応
初
動
業
務
」
お

よ
び
「
災
害
対
応
復
旧
業
務
」、
第

三
に
該
当
す
る
業
務
を
「
最
低
維
持

業
務
」
と
し
て
い
ま
す
。

⑶
勤
務
時
間
外

　

１
年
の
う
ち
約
４
分
の
３
は
勤
務

時
間
外
（
夜
間
・
休
日
）
で
あ
り
、

勤
務
時
間
外
に
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
発
生
直
後
に
は
災
害

対
応
に
必
要
な
要
員
が
著
し
く
不
足

し
、
必
要
な
要
員
を
確
保
で
き
る
ま

で
一
定
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
災
害
発
生
後
一
定
時
間
は
必

要
要
員
の
参
集
が
困
難
と
な
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
災
害
対
応
に
必
要
な
要

員
の
う
ち
徒
歩
で
出
社
可
能
な
者
な

ど
災
害
発
生
後
た
だ
ち
に
参
集
可
能

な
要
員
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
、
災

害
発
生
後
た
だ
ち
に
出
動
す
る
よ
う

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

設
備
面
で
の
対
応

　

地
震
な
ど
自
然
災
害
の
影
響
を
低

減
す
る
た
め
に
は
、
設
備
の
耐
震
性

強
化
や
非
常
用
発
電
機
の
設
置
な
ど

設
備
投
資
の
実
施
、
耐
震
性
の
優
れ

た
非
常
用
発
電
機
を
設
置
し
た
ビ
ル

へ
の
事
務
所
移
転
、
も
し
く
は
信
頼

性
の
高
い
サ
ー
バ
ー
事
業
者
へ
の
乗

り
換
え
な
ど
設
備
面
で
の
対
応
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
重
要
な

設
備
計
画
等
と
し
て
、
従
来
か
ら
通

常
の
業
務
遂
行
の
な
か
で
検
討
さ

れ
、
経
営
判
断
を
得
た
う
え
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
経
営
資
源
の
制
約
お
よ

び
時
間
的
制
約
（
対
応
策
を
開
始
し

て
か
ら
リ
ス
ク
が
低
減
す
る
ま
で
の

時
間
差
）
が
あ
る
た
め
、
事
業
継
続

の
た
め
に
必
要
な
対
応
の
す
べ
て
を

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
は
、
設
備
面
で
の
対
応

を
実
施
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
、
合

理
的
な
努
力
を
上
回
る
残
余
リ
ス
ク

と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
自
社
の
事
業

継
続
上
の
「
限
界
」
と
し
て
、
そ
の

全
体
像
を
経
営
が
把
握
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

［図表］ 災害発生時の業務【東京ガスの例】

高
� ⇧
� 優先
� 順位
� ⇩
低

供給維持業務 原料調達、ガス製造・供給調整、緊急ガス漏洩修理　等

災害対応初動業務 ガス漏れ対応、ガスメーター復帰、外部対応、電話受付　等

最低維持業務 開閉栓、機器修理、検針、高圧導管維持管理、システム維持管理　等

災害対応復旧業務 現地復旧本部運営、導管等修理作業、外部対応、電話受付　他

中断業務 企画・計画、営業、研究、その他上記区分に該当しない業務

（出所）　「東京ガスの地震防災対策」（http://www.tokyo-gas.co.jp/safety/safety_common/pdf/bousaitaisaku04.pdf）
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の
限
界
の
全
体
像
を
定
期
的
に
確
認

し
、
経
営
環
境
の
変
化
に
照
ら
し
、

設
備
面
で
の
対
応
の
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

リ
ス
ク
管
理
部
門
に
よ
る

全
体
統
括

　

リ
ス
ク
管
理
部
門
が
事
業
継
続
全

体
を
統
括
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下

の
点
で
事
業
継
続
を
強
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
リ
ス
ク
管
理

部
門
は
単
独
の
部
門
と
し
て
設
置
す

る
必
要
は
な
く
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
、
総
務

部
、
企
画
部
な
ど
既
存
部
門
の
一
機

能
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
も

多
く
あ
り
、
東
京
ガ
ス
で
は
総
合
企

画
部
が
リ
ス
ク
管
理
部
門
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

第
一
に
、
リ
ス
ク
管
理
部
門
が
、

危
機
管
理
体
制
全
体
の
整
備
・
実
施

状
況
を
鳥
瞰
し
、
第
三
者
の
立
場
で

全
社
横
断
的
に
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
主
管
部
門
単
独
で
は
気
づ
か
な

か
っ
た
課
題
や
問
題
点
を
把
握
し
、

改
善
策
を
提
言
し
、
危
機
管
理
体
制

の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
前
記
「
実
効
性
あ
る
危
機

管
理
体
制
の
構
築
」
に
対
応
）。

　

第
二
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
で
は
、

部
門
を
ま
た
ぐ
応
援
要
員
の
事
前
指

定
や
不
足
が
予
想
さ
れ
る
各
種
経
営

資
源
の
全
社
的
な
配
分
計
画
の
策
定

な
ど
、
主
管
部
門
単
独
で
は
対
応
が

む
ず
か
し
い
全
社
的
調
整
を
要
す
る

課
題
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
、
リ
ス
ク
管
理
部
門
が
事
業
継
続

の
統
括
部
門
と
し
て
、
全
社
的
な
観

点
か
ら
部
門
間
調
整
、
い
わ
ば
横
串

機
能
を
担
当
し
て
、
主
管
部
門
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
を
支
援
し
ま
す
（
前
記

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
」
に
対
応
）。

　

第
三
に
、
事
業
継
続
上
必
要
だ
が

設
備
面
で
の
対
応
を
実
施
で
き
な
か

っ
た
、
合
理
的
な
努
力
を
上
回
る
残

余
リ
ス
ク
の
全
体
像
を
、
定
期
的
に

経
営
に
報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経

営
環
境
の
変
化
に
照
ら
し
て
設
備
対

応
実
施
の
要
否
を
再
確
認
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
（
前
記
「
設
備
面
で

の
対
応
」
に
対
応
）。

　

第
四
に
、
危
機
管
理
の
対
外
的
な

窓
口
を
リ
ス
ク
管
理
部
門
に
一
本
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
部
へ
の
説
明

責
任
を
適
切
に
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
近
年
、
地
震
な
ど
個
々
の
危

機
に
対
す
る
技
術
面
で
の
対
応
に
と

ど
ま
ら
ず
、
広
く
危
機
管
理
全
体
に

関
す
る
事
項
や
、
非
常
時
の
組
織
体

制
・
指
揮
命
令
系
統
な
ど
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
関
す
る
事
項
に
対
す
る
説
明
を

求
め
ら
れ
る
場
合
が
多
く
な
り
、
リ

ス
ク
管
理
部
門
が
危
機
管
理
体
制
全

体
を
説
明
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

東
京
ガ
ス
の

地
震
防
災
対
策

　

東
京
ガ
ス
は
、「
予
防
対
策
」「
緊

急
対
策
」「
復
旧
対
策
」
の
三
本
柱

か
ら
な
る
地
震
防
災
対
策
を
実
施

し
、
首
都
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

一
翼
を
担
う
公
益
事
業
者
と
し
て
、

そ
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
都
市
ガ
ス

の
安
定
供
給
と
安
全
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

予
防
対
策
～
耐
震
性
の

高
い
設
備
の
構
築

　

ガ
ス
の
製
造
設
備
、
主
要
供
給
設

備
（
高
圧
ガ
ス
導
管
等
）
は
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
（
震
度
７
相

当
）
の
地
震
に
耐
え
う
る
性
能
を
確

保
し
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
で
も

そ
の
耐
震
性
の
高
さ
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ス
導
管
延
長
の

約
９
割
を
占
め
る
低
圧
導
管
を
新
設

す
る
際
に
は
、
地
殻
変
動
の
影
響
を

吸
収
し
、
地
震
に
よ
る
損
傷
を
最
小

限
に
抑
え
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

は
過
去
の
地
震
に
お
い
て
も
高
い
耐

震
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
対
策

～
二
次
災
害
の
防
止

⑴
ガ
ス
使
用
場
所
で
の
安
全
の
確
保

　

ご
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ガ
ス

メ
ー
タ
ー
は
、
震
度
５
以
上
の
地
震

や
ガ
ス
の
異
常
流
出
を
感
知
す
る
と

ガ
ス
供
給
を
自
動
遮
断
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
ガ
ス
栓
や
機
器
の
安
全
装
置

な
ど
二
重
三
重
の
安
全
へ
の
備
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
下
街
や

高
層
ビ
ル
で
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
や

管
理
人
室
か
ら
ガ
ス
の
緊
急
遮
断
弁

を
遠
隔
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
地
下
街
や
ビ
ル

全
体
の
ガ
ス
供
給
を
停
止
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

⑵
二
次
災
害
の
防
止
と
供
給
停
止
地

域
の
最
小
化

　

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

火
災
な
ど
の
二
次
災
害
を
防
止
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
導

管
網
に
被
害
が
あ
り
、
ガ
ス
漏
れ
等

が
あ
る
地
域
へ
の
ガ
ス
供
給
を
停
止

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
被
害
の
な
い
地
域
に
は
可
能

な
限
り
供
給
を
継
続
し
、
お
客
さ
ま

の
ご
不
便
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
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も
重
要
で
す
。
こ
の
二
律
背
反
す
る

必
要
に
応
じ
る
た
め
に
、
以
下
の
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

【
導
管
網
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
よ
る
供

給
停
止
地
域
の
最
小
化
】

　

お
客
さ
ま
の
ご
家
庭
な
ど
に
ガ
ス

を
送
る
低
圧
導
管
網
は
、
あ
ら
か
じ

め
１
７
９
の
独
立
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
割
し
て
い
ま
す
（
約
６
万
件
／
ブ

ロ
ッ
ク
）。
そ
し
て
、
遠
隔
操
作
に

よ
り
導
管
網
に
被
害
が
大
き
い
地
域

を
被
害
が
少
な
い
他
の
地
域
か
ら
切

り
離
し
、
被
害
が
大
き
い
地
域
だ
け

を
供
給
停
止
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
１
０
０
０
万
件
を
超
え

る
お
客
さ
ま
へ
の
供
給
の
基
幹
と
な

る
中
圧
導
管
網
は
、
15
の
大
き
な
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
割
し
て
い
ま
す
（
10
〜

１
３
０
万
件
／
ブ
ロ
ッ
ク
）。
中
圧

導
管
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
稀
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
万
が
一
の
場
合

に
備
え
て
、
中
圧
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で

ガ
ス
供
給
を
停
止
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
地
震
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
迅
速

な
ガ
ス
供
給
停
止
の
判
断
】

　

低
圧
の
ガ
ス
を
供
給
す
る
約
４
０

０
０
カ
所
の
整
圧
器
（
地
区
ガ
バ

ナ
）
に
は
、
地
震
セ
ン
サ
ー
（
Ｓ
Ｉ

セ
ン
サ
ー
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り

（
約
１
平
方
㌔
㍍
に
１
基
）、
導
管

に
被
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
地
震
を
感

知
す
る
と
、
整
圧
器
単
位
で
自
動
的

に
ガ
ス
供
給
を
遮
断
す
る
よ
う
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
防
災
シ
ス
テ
ム

（「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
（
シ
ュ
ー
プ

リ
ー
ム
）」）
を
構
築
し
て
お
り
、
セ

ン
サ
ー
か
ら
地
震
デ
ー
タ
を
収
集
し

て
、
導
管
網
の
被
害
状
況
を
把
握

し
、
供
給
停
止
す
る
か
否
か
の
判
断

を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
必
要
な
場
合

に
は
遠
隔
操
作
に
よ
り
ガ
ス
供
給
を

停
止
し
、
被
害
が
あ
る
地
区
の
ガ
ス

供
給
を
迅
速
に
停
止
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
は
約
４
０
０
０
カ
所
の

地
震
デ
ー
タ
を
約
５
分
で
収
集
し
、

供
給
停
止
の
要
否
を
迅
速
に
判
断
で

き
ま
し
た
。

⑶
急
対
策
へ
の
経
営
資
源
の
集
中
投

入
　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
緊
急
対
策
に
必
要
な
業

務
（
災
害
対
応
初
動
業
務
）
を
特
定

し
、
要
員
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
経

営
資
源
を
緊
急
対
策
に
集
中
投
入
し

て
二
次
災
害
を
防
止
す
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

復
旧
対
策
～
安
全
か
つ

早
期
の
ガ
ス
供
給
再
開

　

導
管
等
の
安
全
調
査
・
修
理
な
ど

の
復
旧
作
業
を
迅
速
か
つ
確
実
に
実

施
で
き
る
よ
う
、
資
機
材
の
準
備
、

応
援
要
員
へ
の
教
育
、
復
旧
支
援
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
復
旧
に
必
要
な

準
備
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に

訓
練
を
実
施
し
、
必
要
な
改
善
を
行

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で

復
旧
対
策
に
必
要
な
業
務
（
災
害
対

応
復
旧
業
務
）
を
特
定
し
て
お
り
、

要
員
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
経
営
資

源
を
復
旧
対
策
に
集
中
投
入
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
東
京
ガ
ス
グ
ル

ー
プ
の
総
力
を
結
集
し
て
、
安
全
か

つ
早
期
に
ガ
ス
供
給
を
再
開
す
る
た

め
に
必
要
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
ガ
ス
事
業
者
は
、

一
般
社
団
法
人
日
本
ガ
ス
協
会
を
通

じ
て
、
復
旧
に
必
要
な
要
員
や
資
機

材
を
相
互
応
援
す
る
体
制
を
つ
く

り
、大
地
震
に
備
え
て
い
ま
す
。大
規

模
復
旧
作
業
が
必
要
な
場
合
に
は
、

同
協
会
に
対
し
て
応
援
要
請
を
行

い
、
全
国
の
ガ
ス
事
業
者
か
ら
応
援

を
受
け
入
れ
、
可
能
な
限
り
早
期
の

復
旧
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
注
）　
「
東
京
ガ
ス
の
地
震
防
災
対
策
」

の
詳
細
は
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

h
ttp
://w

w
w
.tok

yo-g
as.co.jp

/
safety/safety_com

m
on
/p
d
f/

bousaitaisaku01.pdf
h
ttp
://w

w
w
.tok

yo-g
as.co.jp

/
safety/safety_com

m
on
/p
d
f/

bousaitaisaku02.pdf
h
ttp
://w

w
w
.tok

yo-g
as.co.jp

/
safety/safety_com

m
on
/p
d
f/

bousaitaisaku03.pdf
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